
ケイワークス通信

スタッフ紹介

今月は、Cr-Br班の「斎藤 秀輝」のご紹介です。 
日々の技工で着実に力を付けてきており、著しい成長を見せてくれる斎藤さん。今年で
歯科技工士になって3年目となる彼に、「仕事をしてきて、気付かされた事、痛感した事」
について聞いてみました。 
私は働いていく中で歯科治療に対する知識不足を痛感しました。 
知っていれば防げたミスや、もっと完成度の高い技工物が出来たと思う場面がいくつも
あったからです。ですがその度に少しでも疑問に思った点は流さず、深く掘り下げて納得
行くまで理解しようとしてきました。 
最適な補綴物の提案や製作が出来るように、様々な変化の波に乗り遅れないように、情
報は受け取るだけでなく自から取りに行く姿勢でこれからも頑張りたいです。 
とっても真面目な斎藤さんですね。今後の彼の活躍にご期待ください！！

☆気になるシリーズ☆～製作日数カレンダーの見方について 続編～
前回に引き続き、製作日数カレンダーのインプラントの部分について解説して参ります。

切り取って拡大してみました。

　　　　　
　
　　

①(
②(
③(

①

②

③

インプラント・フレーム試適 
インプラント上部構造をジルコニアで製作する時に、大幅な形態修正が必要になる場合のロスの軽減の為（ケイ
ワークス通信③参照下さい）レジンフレームでの試適を挟む。 
これにより、歯頸部からの立ち上がりやマージンのフィット、バイトやコンタクト、口腔内全体のバランスを把
握することができる。 
インプラント上部構造をメタルボンド（PFM）で製作する時には、メタルフレーム試適を挟む。（陶材を盛り付
ける前の段階）

インプラント・ビスケット試適 
インプラント上部構造がジルコニアの場合には、ジルコニア焼成後（ケイワークス通信⑤参照）のツヤ出しを
する前の素焼きの状態。これで色合いや歯面の豊隆を見る。 
インプラント上部構造がメタルボンドクラウンの場合は、メタルフレームに陶材を焼付けてツヤをだす前の状
態。※フレーム試適（レジンフレーム試適を含む）をしたものについては、最短日数が変わります。備考欄
チェック下さい。

インプラント・仕上げ完成 
インプラント上部構造が、その通り仕上げられて完成まで。

～社内のあれこれ、ちょっと気になる事お伝えします～vol.⑦
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普段は物静かな彼ですが、話すと一気に 
周りの雰囲気を明るくしてくれる 

気さくな性格です


